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近
年
の
粉
飾
決
算
の
動
向

⑴　

粉
飾
決
算
が
増
加
す
る
背
景

　

近
年
は
、
物
価
高
騰
や
人
手
不

足
、「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
の
本
格

的
な
返
済
開
始
、
金
融
機
関
の
融

資
姿
勢
が
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
対
応

か
ら
平
時
対
応
に
戻
っ
た
こ
と
な

ど
を
背
景
と
し
て
、
中
小
企
業
の

息
切
れ
倒
産
が
増
加
し
て
い
る
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調
べ
に

よ
る
と
、
２
０
２
３
年
度
上
半
期

（
４
〜
９
月
）
の
倒
産
件
数
は
４

２
０
８
件
、
前
年
同
期
（
３
１
２

３
件
）
比
で
34
・
７
％
増
加
し
た
。

さ
ら
に
、「
粉
飾
倒
産
」
の
件
数

も
２
０
２
３
年
度
は
４
〜
８
月
ま

で
で
38
件
判
明
し
、
前
年
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
い
る
。

　

２
０
２
３
年
７
月
、
大
手
ベ
ア

リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
の
販
売
代
理
店

で
あ
る
堀
正
工
業
㈱
が
倒
産
し
、

大
掛
か
り
な
粉
飾
決
算
が
判
明
し

た
。
同
社
は
、
毎
期
高
額
の
納
税

を
行
う
優
良
企
業
と
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
、
約
50
行
に
上
る
取
引

金
融
機
関
を
驚
か
せ
た
。
２
０
０

３
年
か
ら
粉
飾
に
手
を
染
め
て
き

た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
20
年

間
に
亘
り
粉
飾
を
見
逃
し
た
取
引

金
融
機
関
と
し
て
は
、
面
目
を
潰

さ
れ
た
思
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
粉
飾
倒
産
は
ま
だ

氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
ず
、
優
良
企

業
と
認
識
さ
れ
て
い
る
他
の
融
資

先
の
な
か
に
も
、
ひ
そ
か
に
粉
飾

決
算
を
積
み
重
ね
て
い
る
倒
産
予

備
軍
が
潜
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
粉
飾
決
算
を
長
期
間
見
逃
し

て
し
ま
う
背
景
に
は
、
金
融
機
関

に
お
け
る
次
の
よ
う
な
体
質
の
変

化
も
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

過
去
の
金
融
庁
検
査
で
、
短
期

継
続
融
資
（
ベ
タ
貸
し
）
が
「
条

件
緩
和
債
権
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
金
融
機
関
は
「
正

常
債
権
」
扱
い
と
な
る
長
期
の
証

書
貸
付
の
取
り
扱
い
を
四
半
世
紀

に
わ
た
っ
て
徐
々
に
増
や
し
て
き

た
。
通
常
、
短
期
資
金
は
資
金
繰

り
返
済
を
前
提
と
す
る
経
常
運
転

資
金
で
あ
り
、
融
資
先
の
資
金
繰

り
動
向
を
追
跡
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
長
期
へ
の
シ
フ
ト

が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
必
要
性
も

徐
々
に
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

与
信
管
理
が
不
十
分
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
決
算
書
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
や

財
務
格
付
判
定
な
ど
の
自
動
化
に

よ
る
弊
害
も
考
え
ら
れ
る
。
Ｏ
Ｃ

Ｒ
化
以
前
は
、
融
資
先
の
決
算
書

を
受
領
し
た
ら
、
自
行
の
情
報
系

シ
ス
テ
ム
に
行
員
自
ら
決
算
デ
ー

タ
の
入
力
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

税
務
申
告
書
や
勘
定
科
目
内
訳
書

を
含
め
た
決
算
書
全
体
に
目
を
通

し
、
過
去
の
決
算
書
も
取
り
出
し

て
勘
定
科
目
の
連
続
性
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
入
力
を
行
う
の
で
、

そ
の
一
連
の
作
業
の
な
か
で
決
算

書
の
分
析
能
力
が
養
わ
れ
、
異
変

が
あ
れ
ば
気
付
く
こ
と
も
で
き
た
。

　

だ
が
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
化
に
よ
り
行
員

が
決
算
書
に
目
を
通
さ
な
く
て
も

決
算
デ
ー
タ
が
登
録
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
加
え
て
、
店
舗
統
廃

合
や
人
員
削
減
等
に
よ
り
一
人
ひ

1

金融機関が見逃しやすい
粉飾決算の類型

中小企業診断士　樋口　敦

　昨今、粉飾決算による倒産が増えており、金額や件数も前年を上回
るペースとなっている。長年の取引先であっても見逃せないケースが
多く、一般の業務の流れでは見抜くことが難しく、損益計算書等財務
諸表の注目するポイントが粉飾の類型によって異なる。本稿では、近
年の粉飾決算の動向や類型、見逃せないポイントなど、事例を挙げ解
説した。
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と
り
の
業
務
負
担
が
増
加
し
財
務

分
析
に
十
分
な
時
間
が
取
れ
な
く

な
り
、
決
算
書
の
異
変
を
見
逃
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

金
融
機
関
の
こ
の
よ
う
な
融
資

姿
勢
や
事
務
手
続
の
変
化
が
、
企

業
に
粉
飾
を
さ
せ
る
隙
を
与
え
て

し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

⑵　

見
つ
け
に
く
い
粉
飾
の
類
型

　

粉
飾
決
算
の
手
法
に
は
様
々
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
売
上
高
お
よ

び
売
掛
金
を
架
空
計
上
し
た
り
、

期
末
在
庫
を
過
大
計
上
し
た
り
す

る
な
ど
の
定
番
の
粉
飾
は
、
決
算

書
を
み
た
と
き
に
金
額
、
回
転
期

間
、
粗
利
率
な
ど
の
変
化
か
ら
比

較
的
気
付
き
や
す
い
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
公
表
さ
れ
、「
決
算
書
を
ど

の
よ
う
に
作
れ
ば
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
ら
れ
る
か
」
が
企
業

に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
粉
飾
の
手
法
も
債
務
者
区

分
判
定
の
隙
を
付
く
よ
う
に
巧
妙

化
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
具
体
例
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、

次
の
よ
う
な
粉
飾
は
発
見
や
見
極

め
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

①
現
預
金
の
架
空
計
上

　

売
上
高
を
過
大
計
上
し
、
相
手

勘
定
で
現
預
金
を
架
空
計
上
す
る

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
売
掛
金

や
在
庫
の
変
化
に
は
気
付
き
易
い

が
、
現
預
金
の
変
化
に
は
目
が
行

き
に
く
い
。
決
算
書
で
現
金
が
多

額
の
と
き
に
、
店
舗
の
レ
ジ
や
各

営
業
所
の
金
庫
に
手
元
現
金
を
置

い
て
い
る
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
が
、
実
際
に
決
算

時
点
で
の
レ
ジ
や
金
庫
の
確
認
は

困
難
で
あ
る
。
預
金
に
つ
い
て
も
、

他
行
分
の
預
金
残
高
を
偽
装
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
他
行
の
預
金
残

高
証
明
書
を
確
認
し
な
い
限
り
見

逃
し
や
す
い
と
言
え
る
。

②
負
債
の
簿
外
化

　

期
末
月
の
仕
入
高
お
よ
び
買
掛

金
を
未
計
上
に
し
た
り
、
借
入
金

を
売
上
高
に
振
替
え
て
消
去
す
る

な
ど
の
負
債
の
簿
外
化
を
図
る
ケ

ー
ス
で
あ
る
。
売
掛
金
、
在
庫
、

貸
付
金
な
ど
の
資
産
の
架
空
計
上

と
は
異
な
り
債
務
の
金
額
が
貸
借

対
照
表
に
計
上
さ
れ
な
く
な
る
た

め
、
一
般
的
な
財
務
分
析
の
手
法

で
発
見
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。

③
高
額
の
法
人
税
を
納
付
す
る
粉

飾
決
算

　

建
設
業
で
よ
く
み
ら
れ
る
粉
飾

が
、
公
共
工
事
の
入
札
参
加
基
準

と
な
る
経
営
事
項
審
査
の
評
点
を

維
持
す
る
た
め
に
、
実
態
は
赤
字

に
も
拘
わ
ら
ず
黒
字
に
偽
装
し
、

身
を
切
っ
て
高
額
の
法
人
税
を
支

払
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

金
融
機
関
も
建
設
業
の
決
算
書

を
見
る
時
は
そ
の
事
情
を
わ
か
っ

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
特
殊
事

情
が
な
い
業
種
に
つ
い
て
は
、
高

額
の
法
人
税
を
納
付
し
て
い
て
、

納
税
証
明
書
な
ど
の
エ
ビ
デ
ン
ス

も
あ
れ
ば
優
良
企
業
だ
と
認
識
し

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
堀
正
工
業
㈱

も
毎
期
高
額
の
法
人
税
を
納
付
し

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

ケ
ー
ス
で
は
、
粉
飾
決
算
で
税
務

申
告
を
行
っ
て
お
り
、
税
務
申
告

時
と
金
融
機
関
提
出
用
の
損
益
計

算
書
の
利
益
が
基
本
的
に
は
一
致

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
粉

飾
の
発
見
は
格
段
に
難
し
く
な
る
。

　
　

粉
飾
決
算
を
見
逃
さ
な
い
た

め
に

　

巧
妙
化
す
る
粉
飾
決
算
を
見
逃

さ
な
い
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
必
要
と
な
る
か
。

⑴　

粉
飾
決
算
企
業
の
傾
向
か
ら

発
見

　

粉
飾
決
算
を
見
分
け
る
た
め
の

入
り
口
と
し
て
、
ま
ず
、
粉
飾
決

算
を
行
っ
て
い
る
企
業
に
よ
く
み

ら
れ
る
傾
向
を
把
握
し
た
い
。
粉

飾
決
算
企
業
に
は
、
次
頁
図
表
１

の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

①
「
資
料
提
出
に
消
極
的
」（
図

表
１

－

①
）

　

決
算
書
付
属
資
料
の
一
式
の
提

出
を
依
頼
し
た
と
き
に
、
そ
の
一

部
（
税
務
申
告
書
の
別
表
や
法
人

事
業
概
況
説
明
書
な
ど
）
を
提
出

し
な
い
企
業
に
つ
い
て
は
、
税
務

2
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申
告
時
の
決
算
書
と
は
別
に
、
金

融
機
関
提
出
用
の
決
算
書
を
作
成

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
試
算

表
や
経
営
管
理
資
料
の
提
出
に
月

日
が
掛
か
る
と
き
も
、
決
算
書
と

矛
盾
が
な
い
よ
う
に
改
ざ
ん
を
行

っ
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
法
人
事
業
概
況
説
明
書

に
つ
い
て
は
、
表
面
に
税
務
署
の

収
受
印
ま
た
は
電
子
申
告
時
の
受

付
番
号
が
印
字
さ
れ
て
い
る
も
の

を
徴
求
し
、
表
面
に
記
載
さ
れ
た

Ｂ
／
Ｓ
・
Ｐ
／
Ｌ
の
主
要
科
目
の

数
値
が
決
算
報
告
書
の
数
値
と
一

致
し
て
い
る
か
を
確
認
し
た
い
。

主
要
科
目
の
数
値
が
一
致
し
て
い

な
い
と
き
は
、
税
務
申
告
時
の
決

算
書
と
は
別
に
、
金
融
機
関
提
出

用
の
決
算
書
が
作
ら
れ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。

②
信
用
保
証
協
会
の
利
用
実
績
が

近
年
な
い
（
図
表
１

－

②
）

　

信
用
保
証
協
会
の
利
用
実
績
が

近
年
な
か
っ
た
り
、
融
資
申
込
時

に
頑
な
に
利
用
を
拒
ん
で
き
た
と

き
も
留
意
し
た
い
。
金
融
機
関
ご

と
に
違
う
内
容
の
決
算
書
を
提
出

し
て
い
る
場
合
、
取
引
各
行
か
ら

信
用
保
証
協
会
に
内
容
が
違
う
決

算
書
を
提
出
さ
れ
る
と
改
ざ
ん
が

発
覚
し
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
た
だ
単
に
信
用
保

証
料
を
支
払
い
た
く
な
い
だ
け
、

と
い
う
理
由
も
あ
る
の
で
断
定
は

で
き
な
い
が
、
信
用
保
証
協
会
の

利
用
を
拒
ま
れ
た
と
き
は
念
の
た

め
留
意
し
た
ほ
う
が
良
い
。

⑵　

資
金
繰
り
の
定
期
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

　

決
算
書
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
は
便
利
な

機
能
で
は
あ
る
が
、
決
算
書
を
見

ず
に
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
さ
れ
た
決
算
デ

ー
タ
や
財
務
格
付
を
鵜
呑
み
す
る

の
で
は
な
く
、
自
身
の
目
で
決
算

書
、
試
算
表
、
そ
の
他
経
営
管
理

資
料
の
内
容
を
精
査
し
た
い
。

　

そ
の
際
、
各
資
料
の
数
値
に
矛

盾
が
な
い
か
を
単
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
だ
け
で
な
く
、
経
営
者
と
面
談

し
て
事
業
内
容
、
商
流
、
回
収
・

支
払
条
件
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、

工
場
な
ど
の
現
場
も
確
認
す
る
こ

と
が
、
企
業
実
態
を
把
握
す
る
た

め
の
原
点
と
な
る
。

　

先
に
述
べ
た
、
法
人
税
を
支
払

っ
て
ま
で
粉
飾
決
算
で
税
務
申
告

を
行
う
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
税

務
申
告
時
と
金
融
機
関
提
出
用
の

損
益
計
算
書
の
利
益
が
一
致
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
決
算
書

と
付
属
資
料
と
の
突
合
な
ど
か
ら

粉
飾
を
発
見
す
る
こ
と
は
か
な
り

困
難
と
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
に
対
処
す
る
に
は
、「
資
金
繰

り
の
予
実
管
理
」
が
有
効
な
手
段

と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
資
金
繰

り
表
、
試
算
表
、
融
資
先
の
取
引

口
座
情
報
な
ど
に
基
づ
い
て
、
経

営
者
と
の
面
談
に
よ
り
資
金
繰
り

の
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

う
の
で
あ
る
。

　

資
金
繰
り
表
の
予
測
値
（
月
次

の
回
収
・
支
払
額
、
現
預
金
な
ど

の
推
移
）、試
算
表
の
実
績
値
（
月

次
の
現
預
金
残
高
や
主
要
科
目
の

推
移
）、
お
よ
び
取
引
口
座
情
報

（
入
出
金
額
や
預
金
残
高
な
ど
）

図表１　粉飾決算企業によくみられる傾向

①
「資料提出に消極的」
例：決算書の付属資料（税務申告書の別表、固定資産台帳、法人事業概況説明書など）、試算表、
経営管理資料の提出を求めたときに、その一部しか提出しない。または提出までに月日が掛かる。

② 「信用保証協会の利用実績が近年なかったり、融資申込時に利用を拒む」

③ 「預金・借入金の残高証明書や、納税証明書の提出に応じない」

④ 「金融機関取引が小口分散しており、メインバンクがはっきりしていない」

⑤ 「コロナ禍において、同業者が低迷するなかでも業績が落ち込まず、当期利益は毎期ほぼトントン」
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を
突
き
合
わ
せ
て
、
ず
れ
が
な
い

か
を
定
期
的
に
検
証
す
る
。
予
想

と
実
績
に
ず
れ
が
あ
る
場
合
、
経

営
者
に
そ
の
理
由
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
こ
と
で
資
金
繰
り
の
実
態
を

掴
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

な
お
、
資
金
繰
り
表
に
つ
い
て

は
、
粉
飾
し
て
い
る
企
業
に
提
出

を
求
め
た
と
し
て
も
実
態
に
則
し

た
資
金
繰
り
表
を
提
出
し
て
く
る

と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
用
意
周

到
な
企
業
は
、
粉
飾
決
算
と
辻
褄

を
合
わ
せ
て
資
金
繰
り
表
も
改
ざ

ん
し
て
く
る
と
考
え
る
ほ
う
が
賢

明
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
取
引
先

別
の
回
収
・
支
払
条
件
、
金
融
機

関
ご
と
の
借
入
金
額
・
返
済
金
額

な
ど
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
、
資
金

繰
り
表
の
金
額
と
齟
齬
が
な
い
か

を
確
認
し
た
い
。

　

資
金
繰
り
の
予
実
管
理
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
決
算
書
、
試
算
表
、

取
引
口
座
情
報
な
ど
と
の
矛
盾
点

に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

粉
飾
検
知
が
可
能
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
粉
飾
を
さ
せ
な
い
牽
制
機

能
も
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
企
業
は
「
金
融
機
関
に

資
金
繰
り
を
見
ら
れ
て
い

る
」
と
感
じ
る
と
、
粉
飾
を

行
い
づ
ら
く
な
る
。

　
　

資
金
繰
り
分
析
か
ら
判

明
し
た
粉
飾
決
算
の
事
例

　

こ
こ
で
、
資
金
繰
り
予
想

と
実
際
の
取
引
口
座
情
報
と

の
比
較
検
証
に
よ
り
、
粉
飾

決
算
が
判
明
し
た
Ａ
社
の
事

例
を
紹
介
す
る
。

【
Ａ
社　

粉
飾
決
算
の
内
容
】

・
預
金
お
よ
び
売
上
高
30
百

万
円
を
架
空
計
上
（
図
表

２

－

①
・
②
）

・
買
掛
金
お
よ
び
原
材
料
仕

入
高
20
百
万
円
を
過
小
計

上
（
図
表
２

－

③
・
④
）

　

某
製
造
業
者
の
Ａ
社
は
、

前
期（
２
０
２
３
年
３
月
期
）

決
算
直
後
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク

の
Ｘ
銀
行
を
訪
問
し
、
長
期

3【
Ａ
社

粉
飾
決
算
の
内
容
】

・
預
金
お
よ
び
売
上
高
30
百

万
円
を
架
空
計
上
（
図
表

２

－

①
・
②
）

・
買
掛
金
お
よ
び
原
材
料
仕

入
高
20
百
万
円
を
過
小
計

上
（
図
表
２

－

③
・
④
）

図表２　A社　公表決算と実態決算の比較
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運
転
資
金
１
０
０
百
万

円（
融
資
実
行
は
６
月
）

の
申
込
を
行
っ
た
。
Ｘ

銀
行
は
、
Ａ
社
の
公
表

決
算
に
基
づ
い
て
資
金

繰
り
予
想
を
作
成
し
、

申
込
の
必
要
性
を
検
証

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

Ｘ
銀
行
が
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
し
た
今
期

（
２
０
２
４
年
３
月
期
）

の
資
金
繰
り
予
想
で
は
、

12
月
に
50
百
万
円
の
融

資
を
行
え
ば
資
金
不
足

に
は
陥
ら
な
い
予
測
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
今

回
は
６
月
に
１
０
０
百

万
円
の
融
資
実
行
の
要

請
で
あ
り
、
資
金
繰
り

予
想
よ
り
も
申
込
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
半
年
も
早

く
、
申
込
金
額
も
倍
で

あ
る
こ
と
に
違
和
感
を

覚
え
た
。

　

ま
た
、
資
金
繰
り
予

想
に
よ
る
と
、期
初（
４

月
初
め
）
の
預
金
残
高
は
91
百
万

円
（
図
表
３

－

⑤
）、
６
月
末
時

点
で
も
86
百
万
円（
図
表
３

－

⑧
）

保
有
し
て
い
る
想
定
と
な
り
、
足

元
の
資
金
に
は
余
裕
が
あ
る
た
め
、

運
転
資
金
１
０
０
百
万
円
は
明
ら

か
に
過
剰
な
申
込
と
思
わ
れ
た
。

Ｘ
銀
行
は
、
Ａ
社
に
資
金
使
途
を

確
認
し
た
が
、「
現
預
金
残
高
に

余
裕
を
持
た
せ
て
お
き
た
い
」
と

の
曖
昧
な
回
答
で
あ
っ
た
。

　

Ａ
社
は
Ｘ
銀
行
の
預
金
口
座
で

回
収
・
支
払
の
決
済
を
行
っ
て
い

た
の
で
、
Ｘ
銀
行
は
資
金
繰
り
予

想
と
口
座
の
入
出
金
情
報
と
の
比

較
検
証
を
行
っ
て
み
た
。

　

資
金
繰
り
予
想
で
は
、
４
月
の

売
掛
金
回
収
額
は
61
百
万
円
（
図

表
３

－

⑥
）
の
予
測
で
あ
っ
た
が
、

実
際
の
販
売
先
か
ら
取
引
口
座
へ

の
入
金
額
は
49
百
万
円
（
図
表
３

－

⑨
）
で
あ
り
予
想
よ
り
も
12
百

万
円
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
４
月

の
買
掛
金
支
払
額
は
５
百
万
円

（
図
表
３

－

⑦
）
の
予
測
で
あ
っ

た
が
、
実
際
の
仕
入
先
へ
の
出
金

額
は
22
百
万
円
（
図
表
３

－

⑩
）

で
あ
り
予
想
よ
り
も
17
百
万
円
多

い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

Ｘ
銀
行
は
、
資
金
繰
り
予
想
と

取
引
口
座
の
回
収
・
支
払
の
動
き

に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
を
Ａ
社
に
示

し
、
説
明
を
求
め
た
。
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
の
結
果
、
前
期
決
算
で
他

行
分
の
預
金
30
百
万
円
お
よ
び
売

上
高
の
架
空
計
上
を
行
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
前
期
末
に
買
掛
金
お
よ
び

原
材
料
仕
入
高
20
百
万
円
を
計
上

し
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

Ａ
社
の
実
際
の
資
金
繰
り
状
況
は
、

預
金
残
高
が
６
月
末
に
２
百
万
円

（
図
表
３

－

⑪
）
ま
で
減
少
す
る

見
込
み
で
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
寸
前

の
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。

　

Ａ
社
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
資
金
繰
り
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
常
値
を
早

期
に
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
際
、
取
引
口
座
の
入
出
金
額

を
た
だ
確
認
す
る
だ
け
で
は
異
変

に
気
付
き
に
く
い
が
、
公
表
決
算

に
基
づ
い
て
作
成
し
た
資
金
繰
り

図表３　A社　「公表決算に基づく資金繰り予想」と「資金繰り実績」
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予
想
と
突
き
合
わ
せ
て
整
合
性
を

比
較
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異

常
値
の
見
逃
し
を
防
ぎ
、
決
算
書

や
資
金
繰
り
の
実
態
に
迫
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
　

金
融
機
関
に
お
け
る
有
効
な

取
り
組
み
事
例

　

今
後
、
金
融
業
界
全
体
と
し
て
、

粉
飾
の
牽
制
や
与
信
管
理
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要

と
な
る
の
か
。
資
金
の
動
き
に
着

目
し
た
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
有

効
事
例
と
し
て
、
き
ら
ぼ
し
銀
行

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

　

今
回
、
き
ら
ぼ
し
銀
行
の
与
信

管
理
の
中
核
部
署
で
あ
る
融
資
統

括
部
の
松
田
副
部
長
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、
同
行
の
取
り
組
み

内
容
と
金
融
業
界
全
体
と
し
て
与

信
管
理
の
あ
る
べ
き
姿
を
伺
っ
た
。

　

同
行
で
は
、
資
金
繰
り
動
態
管

理
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
伝
統
的
な
審
査
業
務
を
補
完

し
て
い
る
。
以
前
は
、
融
資
審
査

に
お
け
る
資
金
繰
り
動
向
の
分
析

は
各
行
員
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
を
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
に

よ
り
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る

べ
く
変
革
を
試
み
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
融
資
先
の
資
金

繰
り
の
全
体
像
で
あ
る
「
森
」
を

捉
え
る
た
め
に
、
㈲
竹
橋
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
提
供
す
る
資

金
繰
り
予
想
シ
ス
テ
ム
「ICA

R-
O
S-V

」
を
活
用
し
て
、
２
期
分

の
決
算
書
デ
ー
タ
、
業
種
ご
と
の

Ｄ
．Ⅰ
．、
格
付
等
を
考
慮
し
た
う

え
で
、
融
資
先
の
向
こ
う
１
年
間

の
資
金
繰
り
予
想
と
、
月
次
Ｂ
／

Ｓ
・
Ｐ
／
Ｌ
の
予
想
を
自
動
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

回
収
・
支
払
の
予
定
額
や
借
入
が

必
要
と
な
る
時
期
・
金
額
が
わ
か

る
よ
う
に
な
る
。

　

次
に
、
資
金
繰
り
の
構
成
要
素

で
あ
る
「
木
」
を
把
握
す
る
た
め

に
、
日
本
リ
ス
ク
・
デ
ー
タ
・
バ

ン
ク
㈱
が
提
供
す
る
「RD

B-
D
ynaM

IC

」
を
活
用
し
て
、
融

資
先
の
販
売
先
や
仕
入
先
ご
と
の

入
出
金
の
実
績
を
捕
捉
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
主
力
販
売
先
か
ら
の

入
金
が
予
想
よ
り
も
大
幅
に
減
少

し
て
資
金
繰
り
の
ず
れ
が
生
じ
た

場
合
、
い
ち
早
く
察
知
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
融
資
審
査
時
に
、

「RD
B-D
ynaM

IC

」
を
活
用
し

て
取
引
口
座
の
入
出
金
情
報
に
基

づ
い
て
資
金
繰
り
の
安
全
度
を
数

値
化
し
て
い
る
。

　

資
金
繰
り
の
「
森
」
と
「
木
」

を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
行
員
の
負

担
を
増
や
す
こ
と
な
く
申
込
の
妥

当
性
検
証
、
資
金
繰
り
破
綻
リ
ス

ク
や
粉
飾
の
予
兆
検
知
な
ど
を
効

果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

運
転
資
金
の
採
り
上
げ
時
に
は
、

単
な
る
長
期
運
転
資
金
の
提
案
に

と
ど
ま
ら
ず
、
年
間
の
資
金
繰
り

の
サ
イ
ク
ル
を
見
え
る
化
す
る
こ

と
に
よ
り
資
金
が
逼
迫
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
正
確
に
把
握
し
、
融
資

先
ご
と
に
短
期
資
金
を
含
め
て
適

時
適
切
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
提
案

で
き
る
こ
と
が
銀
行
の
付
加
価
値

で
あ
る
と
し
て
、
全
行
員
が
企
業

に
寄
り
添
い
最
適
な
提
案
を
す
る

べ
く
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

企
業
か
ら
決
算
報
告
の
説
明
を

受
け
る
と
き
に
は
、
当
初
の
資
金

繰
り
予
想
と
Ｂ
／
Ｓ
・
Ｐ
／
Ｌ
の

予
想
を
基
に
し
て
「
予
想
と
実
績

に
ど
の
程
度
の
ず
れ
が
生
じ
た
の

か
」
と
い
う
視
点
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
売
上

高
や
粗
利
率
な
ど
の
Ｐ
／
Ｌ
数
値

の
乖
離
だ
け
で
な
く
、
売
掛
金
や

受
取
手
形
、
買
掛
金
や
支
払
手
形
、

さ
ら
に
は
未
払
法
人
税
や
未
払
消

費
税
な
ど
の
Ｂ
／
Ｓ
数
値
の
ず
れ

ま
で
予
実
比
較
が
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
決
算
書
の
過
去
分
析

に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、
予
想
を

基
に
し
て
定
期
的
な
期
中
管
理
を

行
う
こ
と
に
よ
り
決
算
の
着
地
見

通
し
を
正
確
に
予
測
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
資
金
繰
り
の
異
変
や

粉
飾
の
兆
候
を
早
目
に
掴
む
こ
と

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
な

4
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か
で
経
営
者
の
悩
み
を
深
堀
り
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
業
支
援

の
強
化
に
も
繋
げ
た
い
と
話
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
実
現
に
向
け

て
、
同
行
で
は
シ
ス
テ
ム
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
も
抜
か
り
は
な
い
。

Ｄ
Ｘ
化
で
融
資
先
の
情
報
量
が
多

く
な
る
と
、
真
に
必
要
と
な
る
情

報
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

現
場
で
の
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
繋

げ
る
と
い
う
点
を
重
視
し
、
行
員

に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
シ
ス
テ

ム
の
画
面
に
発
信
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
き
ら
ぼ
し
銀
行

で
は
与
信
管
理
な
ど
に
お
い
て
目

指
す
べ
き
姿
を
明
確
に
し
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
東
京
都

民
銀
行
、
八
千
代
銀
行
お
よ
び
新

銀
行
東
京
に
よ
る
合
併
以
降
、
営

業
活
動
や
与
信
管
理
の
モ
デ
ル
を

模
索
し
、
業
務
改
革
を
図
っ
て
き

た
。
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
環
と
し
て
外

部
の
知
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

常
に
現
場
目
線
で
生
産
性
と
付
加

価
値
の
向
上
に
向
け
て
改
善
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
、
行
員
一
人

ひ
と
り
が
主
体
的
に
動
き
、
企
業

に
真
に
価
値
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
業
務
全

体
の
更
な
る
高
度
化
を
推
進
す
る

予
定
で
あ
る
と
い
う
。

　
　

粉
飾
発
見
後
の
対
応

　

粉
飾
決
算
の
発
覚
件
数
は
増
加

し
て
お
り
、
今
後
も
物
価
高
や
人

件
費
の
上
昇
に
よ
る
赤
字
決
算
を

阻
止
す
る
た
め
に
、
や
む
な
く
粉

飾
に
手
を
染
め
る
企
業
が
増
え
て

い
く
可
能
性
が
高
い
。

　

粉
飾
倒
産
へ
の
対
応
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
今
後
、
金

融
機
関
は
ど
の
よ
う
な
備
え
を
図

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
、

資
金
繰
り
の
定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
地
道
に
取
り
組
み
、
牽
制

機
能
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
る
。
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
、
粉
飾
を
見
つ
け
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、

粉
飾
を
さ
せ
な
い
こ
と
を
意
識
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

粉
飾
決
算
は
麻
薬
で
あ
り
、
一

度
で
も
手
を
染
め
る
と
抜
け
出
せ

な
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
粉
飾
決

算
で
一
時
的
に
資
金
繰
り
の
急
場

を
凌
げ
た
と
し
て
も
問
題
の
先
送

り
に
過
ぎ
ず
、
最
終
的
に
は
ツ
ケ

が
回
っ
て
く
る
こ
と
を
、
経
営
者

に
認
識
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
企
業
が
粉
飾
を
行
っ
て

し
ま
う
背
景
に
は
、経
営
者
に「
銀

行
は
事
業
性
を
評
価
し
て
融
資
す

る
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
結
局
の

と
こ
ろ
赤
字
で
は
貸
し
て
く
れ
な

い
の
だ
ろ
う
」
と
見
透
か
さ
れ
、

金
融
機
関
が
行
う
表
面
的
な
支
援

が
評
価
（
期
待
）
さ
れ
て
い
な
い

ふ
し
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

で
あ
れ
ば
、
経
営
者
の
悩
み
に

も
寄
り
添
い
な
が
ら
、
た
と
え
赤

字
決
算
に
な
っ
て
も
今
後
の
改
善

策
を
一
緒
に
考
え
企
業
を
支
え
る

覚
悟
を
示
す
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

経
営
者
に
「
粉
飾
し
て
嘘
を
つ
く

よ
り
も
、
実
態
を
さ
ら
け
出
し
て
、

銀
行
に
も
経
営
の
立
て
直
し
に
深

く
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
粉
飾
決
算

の
抑
止
に
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。

以
上
、
筆
者
の
日
本
政
策
金
融
公

庫
在
籍
時
の
経
験
と
、
現
在
の
金

融
機
関
と
共
に
行
う
企
業
支
援
の

経
験
を
踏
ま
え
て
述
べ
て
み
た
。

　

最
後
に
、
粉
飾
を
発
見
し
た
と

き
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
単
に
支

援
を
打
ち
切
り
、
債
権
回
収
を
図

る
だ
け
に
止
ま
る
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
。
粉
飾
が
与
え
た
社
会

的
な
影
響
が
清
算
可
能
で
、
存
続

の
可
能
性
が
あ
る
企
業
に
対
し
て

は
、
再
建
を
後
押
し
す
る
支
援
も

必
要
と
な
る
。
こ
の
場
合
は
、
金

融
機
関
側
か
ら
、
抜
本
的
な
リ
ス

ト
ラ
策
へ
の
着
手
な
ど
を
織
り
込

ん
だ
資
金
繰
り
と
Ｂ
／
Ｓ
・
Ｐ
／

Ｌ
の
計
画
を
企
業
に
示
し
、
事
業

の
立
て
直
し
を
働
き
掛
け
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 （
有
限
会
社　

竹
橋
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
）
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